


























































































































































































































2000 2001 2002 2003 2004 平均値 2
266 270 276 284 357 268
532 514 535 475 582 467
181 204 273 320 412 215
1,226 1.373 1.657 1.554 2．181 1.368
769 752 757 613 833 721
282 286 310 185 316 251
262 281 298 225 295 254
3.518 3.680 4.106 3．656 4.976 3,543 171.3％
7.6％ 7.3％ 6.7％ 7.8％ 7.2％ 7.6％
仮説を検証するために本研究では,都市の規模を示す「都市力」と,観光的魅力を示す
「観光力」とする指標を設定する。加えて,都市構造とは定まった定義はないが,国土庁
大都市圏整備局の「首都改造論」（1985）によると,都市構造を「都市を構成する諸要素
の地域(空間)的分布」と定義し，「(1)人口，(2)就業構造,(3)都市機能,(4)土地利用,(5)
交通,の各側面によっている」と規定しているが,本研究では「都市の構造的要素を（観
光的観点から）定量的に捉える指標」として,上記の要素を基準とする「都市構造指標」
を設定する(図1)。これら指標の測定の結果から得られた数値を「説明変数」，外国人
訪問者数を「目的変数｣とし,各指標間に対する相関性の考察などを通じて,本研究では，
都市の構造的要素が観光魅力に与えている影響性への検証を行うものとする。
調査対象時期は2000年を基準とするが,外国人訪問者数は,年度によって変動の幅が
みられることから前後十年間の平均値として,相対比較の有用性及び必要性から,対象
都市は,仮説の設定から東京を中心に捉えた場合,(1)人口面積規模,(2)地理的近接
性,(3)文化的類似性,(4)経済的中心性,(5)補完・代替性,(6)将来的発展性,などの要素
を総合的に判断して,ソウル及び上海を選定することとした。
これらの東アジア三都市の評価の結果,得られた数値に対する各指標間の分析のほか，
他の都市による例証を加え,既存の調査資料及び関連文献の考察などを通じて,仮説を
帰納的に明らかにしていくとともに,新たな都市の観光魅力の形成要因を求めていく。
○結果の整理
本研究を通じて分かった内容について,次の通り整理することができる。
21995年から2004年にかけた伸長率
3東京の外国人訪問者数は,比較的広く利用されている訪日外客数に訪問率を乗じた推計数値を適用した。
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